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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１係合部（１１）を有する鈎部材（２）と、前記鈎部材（２）に回動可能かつ抜脱不
能に連結された取付環部材（３）と、前記鈎部材（２）に旋回可能に連結され、前記鈎部
材（２）との間に介在保持されたばねを介して、前記第１係合部（１１）に離反可能に弾
性的に圧接する第２係合部（１７）を有する閉止部材（４）とを含み、前記鈎部材（２）
と前記取付環部材（３）とが直列状態に対向する縦方向（Ｙ）と、これに直交する横方向
（Ｘ）とを有する袋物用なす環において、
　前記鈎部材（２）は、前記取付環部材（３）の側に位置する端部（６）と、前記端部（
６）上に位置する軸部（７）と、前記端部（６）及び前記軸部（７）を前記縦方向（Ｙ）
へ貫通するピン孔（９）と、前記鈎部材（２）の先端内面に前記第１係合部（１１）を有
する鈎部（１０）と、前記閉止部材（４）の側に開口し前記ピン孔（９）と連通する凹溝
部（１８）とを含み、
　前記取付環部材（３）は、前記鈎部材（２）の前記軸部（７）に回動可能かつ抜脱不能
に連結する円筒連結部（１４）を含み、
　前記閉止部材（４）は、前記鈎部材（２）の前記凹溝部（１８）に摺動かつ旋回可能に
嵌入される基部（１６ａ）及び該基部から前記横方向（Ｘ）へ延びる長い係合孔（１５）
を有する連係部（１６ｂ）と、前記閉止部材（４）の先端外面に前記第２係合部（１７）
とを含み、
　前記ばねとして、圧縮コイルばね（２５）を備え、前記圧縮コイルばね（２５）は、前
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記鈎部材（２）の前記端部（６）の近傍の内面部位と該部位と対向する前記閉止部材（４
）の内面部位との間に圧縮状態で介在して支持され、
　前記鈎部材（２）のピン孔（９）には、前記鈎部材（２）の前記軸部（７）及び前記端
部（６）を経て、前記凹溝部（１８）に位置する前記閉止部材（４）の前記連係部（１６
ｂ）の前記係合孔（１５）を貫通する保持ピン（２４）が挿入固定され、
　前記閉止部材（４）は、前記保持ピン（２４）を中心に前記圧縮コイルばね（２５）の
作用に抗して旋回することにより、前記閉止部材（４）の前記第２係合部（１７）が、前
記鈎部材（２）の前記第１係合部（１１）に離反可能に圧接して係合することを特徴とす
る前記なす環。
【請求項２】
　前記鈎部材（２）の前記軸部（７）は、前記取付環部材（３）の側に鍔部（８）を有し
、前記取付環部材（３）の前記円筒連結部（１４）は、前記鍔部（８）が係合する係合開
口（１３）を該円筒連結部の両側部に有し、その係合により、前記鈎部材（２）と前記取
付環部材（３）との相対的抜脱を阻止されている請求項１に記載のなす環。
【請求項３】
　前記保持ピン（２４）は、前記取付環部材（３）の側に位置するピン端に鍔部（２３）
を有し、前記ピン孔（９）に挿入固定された状態で前記鍔部（２３）が前記鈎部材（２）
の前記鍔部（８）に係合する請求項１又は２に記載のなす環。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、かばん、バッグなどの袋物に、例えば、肩掛けベルトを連結するための、い
わゆるなす環に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、袋物用のなす環は、鈎部材と、これに回動可能に連結された取付環部材と、ば
ね付勢下に旋回可能に連結された閉止部材とから構成されている。前記閉止部材は、前記
鈎部材にその横方向へ貫通する保持ピンで保持されるとともに、前記ばねとしては、一般
に、ねじりコイルばねが装着されている（特許文献１、非特許文献１参照）。
【０００３】
　特に、非特許文献１について述べると、これは図４に示してあるように、なす環１０１
は、鈎部材１０２に取付環部材１０３を回動可能かつ抜脱不能に連結し、鈎部材１０２に
閉止部材１０４を鈎部材１０２にその横方向に貫通する支持ピン１０５で旋回可能に支持
して連結するとともに、支持ピン１０５で支持するねじりコイルばね１０６の一方のアー
ム１０６ａを鈎部材１０２の内面に、かつ、これに対向する閉止部材１０４の内面に他方
のアーム１０６ｂを圧接することで、閉止部材１０４で鈎部材１０２を開放可能に閉止す
るように構成されている。
【特許文献１】登録実用新案第３０３３９７５号公報
【非特許文献１】図４に示すなす環
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１及び非特許文献１に開示のなす環では、鈎部材に閉止部材を旋回可能に支持
して連結するのに、それらを横方向に貫通する支持ピンを使用するので、前記支持ピンの
両端部が鈎部材の外面に露出する。このように露出すると、鈎部材の外面に、例えば、ハ
ウスマーク、商標、装飾絵図などの表示を刻設することが困難になり、かりにそうではな
いとしても、その表示を明確にすることができない。
【０００５】
　また、特許文献１及び非特許文献１に開示のなす環では、閉止部材を旋回可能に付勢さ
せるのに、ねじりコイルばねを使用するので、閉止部材の旋回頻度によっては金属疲労で
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折損したりばね作用が減少したり、さらには、なす環の内部における装着安定性が低下し
、鈎部材と閉止部材との両係合部を互いに確実に係合させることができず、そのため、袋
物の取付環部材に対する連結が不用意に解かれたりすることがある。
【０００６】
　本発明は、前述のような従来技術の欠点を比較的簡単な手段で解決することを課題とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、第１係合部を有する鈎部材と、前記鈎部材に回動可能かつ抜脱不能に連結さ
れた取付環部材と、前記鈎部材に旋回可能に連結され、前記鈎部材との間に介在保持され
たばねを介して、前記第１係合部に離反可能に弾性的に圧接する第２係合部を有する閉止
部材とを含み、前記鈎部材と前記取付環部材とが直列状態に対向する縦方向と、これに直
交する横方向とを有する袋物用なす環を改良することにある。
【０００８】
　前記改良のための本発明は、下記事項を特徴とする。
　前記鈎部材は、前記取付環部材の側に位置する端部と、前記端部上に位置する軸部と、
前記端部及び前記軸部を前記縦方向へ貫通するピン孔と、前記鈎部材の先端内面に前記第
１係合部を有する鈎部と、前記閉止部材の側に開口し前記ピン孔と連通する凹溝部とを含
む。
　前記取付環部材は、前記鈎部材の前記軸部に回動可能かつ抜脱不能に連結する円筒連結
部を含む。
　前記閉止部材は、前記鈎部材の前記凹溝部に摺動かつ旋回可能に嵌入される基部及び該
基部から前記横方向へ延びる長い係合孔を有する連係部と、前記閉止部材の先端外面に前
記第２係合部とを含む。
　前記ばねとして、圧縮コイルばねを備え、前記圧縮コイルばねは、前記鈎部材の前記端
部の近傍の内面部位と該部位と対向する前記閉止部材の内面部位との間に圧縮状態で介在
して支持される。
　前記鈎部材のピン孔には、前記鈎部材の前記軸部及び前記端部を経て、前記凹溝部に位
置する前記閉止部材の前記連係部の前記係合孔を貫通する保持ピンが挿入固定される。
　前記閉止部材は、前記保持ピンを中心に前記圧縮コイルばねの作用に抗して旋回するこ
とにより、前記閉止部材の前記第２係合部が、前記鈎部材の前記第１係合部に離反可能に
圧接して係合する。
【０００９】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記鈎部材の前記軸部は、前記取付環部材の
側に鍔部を有し、前記取付環部材の前記円筒連結部は、前記鍔部が係合する係合開口を該
円筒連結部の両側部に有し、その係合により、前記鈎部材と前記取付環部材との相対的抜
脱を阻止されている。
　さらに、本発明の好ましい実施の形態においては、前記保持ピンは、前記取付環部材の
側に位置するピン端に鍔部を有し、前記ピン孔に挿入固定された状態で前記鍔部が前記鈎
部材の前記鍔部に係合する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る袋物用なす環によれば、鈎部材に閉止部材を保持するための保持ピンが、
鈎部材の内部をその縦方向に貫通して鈎部材の外面に露出することがないので、鈎部材の
外面に、例えば、ハウスマーク、商標、装飾絵図などの表示を刻設することができる。ま
た、閉止部材を旋回可能に付勢させるための付勢ばねとして、圧縮コイルばねを装着して
いるので、なす環の内部における装着安定性が高く、鈎部材と閉止部材との両係合部を互
いに確実に係合させて、袋物の取付環部材に対する連結を確実に保持することができると
ともに、閉止部材の旋回頻度が比較的高くなっても、圧縮コイルばねが金属疲労で折損し
たりばね作用が減少したりすることがない。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１～図３において、本発明に係る袋物用なす環１は、金属製であって、基本的には、
鈎部材２と、取付環部材３と、閉止部材４とから構成され、鈎部材２と取付環部材３とが
直列に対向する縦方向Ｙとこれに直交する横方向Ｘとを有する。鈎部材２は、かばん、バ
ッグなどの袋物に取付けられた取付環に離脱可能に係止される。
【００１２】
　鈎部材２は、縦方向への順に端部６と、軸部７と、鍔部８と、これらを縦方向に貫通す
るピン孔９とを有する。鈎部材２は、さらに、端部６から延びて湾曲する鈎部１０と、鈎
部１０の先端内面に係合部１１とを有する。
【００１３】
　取付環部材３は、その中央部に閉塞された頂面１２と、該頂面から鈎部材２の側へ延び
る円筒連結部１４と、該連結部の両側面に形成された係合開口１３とを有する。
【００１４】
　閉止部材４は、鈎部材２の凹溝部１８に摺動かつ旋回可能に嵌入される基部１６ａ及び
該基部から前記横方向Ｘへ延びる長い係合孔１５を有する連係部１６ｂと、連係部１６ｂ
の近傍に位置する閉止部材４の内面に鈎部材２の側への突起部２２と、先端外面に係合部
１７とを有する。
【００１５】
　鈎部材２は、さらに、閉止部材４の側に開口する凹溝部１８を有する。凹溝部１８の延
びる方向と直角に交差する幅Ｗは、閉止部材４の連係部１６ｂの両側面１９が凹溝部１８
の対向内面に摺接する寸法に、かつ、凹溝部１８の高さＨは、閉止部材４の後記連係部１
６ｂの旋回を許容する寸法に形成されている。
【００１６】
　鈎部材２は、さらに、凹溝部１８の下壁２０を有する。下壁２０の内面部位と該部位が
対向する閉止部材４の内面部位とは、突起２１，２２を有する。なす環１は、さらに、鍔
部２３が形成された保持ピン２４と、突起２１，２２に支持される圧縮コイルばね２５と
を有する。
【００１７】
　図３に示すように、鈎部材２の凹溝部１８には、閉止部材４の連係部１６ｂが凹溝部１
８の横方向側部の開口から、時計方向及び反時計方向（図上、以下同じ）へ摺動かつ旋回
可能に嵌入されている。この状態で、鈎部材２と閉止部材４の内側面に位置する突起部２
０、２２の間には、圧縮コイルばね２５が圧縮介在されている。鈎部材２のピン孔９には
、鍔部８の頂面から保持ピン２４が挿入固定されている。保持ピン２４の鍔部２３は、鍔
部８の頂面に係合されている。保持ピン２４は、さらに閉止部材４の連係部１６ｂの係合
孔１５をも貫通しており、その貫通は、閉止部材４の連係部１６ｂの旋回を許容する遊嵌
状態にされていて、閉止部材４の横方向外側への抜脱を阻止している。鈎部材２の鍔部８
及び軸部７には、取付環部材３の円筒連結部１４が回動可能に嵌合されているとともに、
鍔部８の外周縁の一部が円筒連結部１４の係合開口１３に係合され、この係合によって取
付環部材３の鈎部材２からの抜脱が阻止されている。なお、この係合状態は、例えば、円
筒連結部１４の下側部をその径方向へかしめることによって保持されている。
【００１８】
　前述のように組み立てられたなす環１において取付環部材３は鈎部材２に対して、また
は鈎部材２は取付環部材３に対して、つまり、鈎部材２と取付環部材３とは相対的に、鈎
部材２の軸部７を中心に回動可能である。
【００１９】
　閉止部材４は、なす環１の時計方向へ押圧されると、保持ピン２４を中心に圧縮コイル
ばね２５に抗して時計方向へ旋回する。その結果、鈎部材２の係合部１１に対して係合し
ていた閉止部材４の係合部１７が係合部１１から離反する。したがって、その離反状態で
、鈎部材２の鈎部１０を、例えば、袋物に取付けた取付環（図示せず）に係止させること
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５の圧縮復元（付勢）によって反時計方向へ旋回し、係合部１１，１７が互いに係合する
。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る袋物用なす環の斜視図。
【図２】なす環の分解斜視図。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う断面図。
【図４】従来技術に係る袋物用なす環の分解斜視図。
【符号の説明】
【００２１】
　１　　なす環
　２　　鈎部材
　３　　取付環部材
　４　　閉止部材
　７　　軸部
　８　　鍔部
　９　　ピン孔
　１０　　鈎部
　１１　　係合部
　１３　　係合開口
　１５　　係合孔
　１４　　円筒連結部
　１５　　透孔
　１６ａ　　基部
　１６ｂ　　連係部
　１７　　係合部
　１８　　凹溝部
　２４　　保持ピン
　２５　　圧縮コイルばね
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